
 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 
◆期日 

令和５年２月１７日(金)：国語・美術・家庭・英語 

令和５年２月１８日(土)：社会・数学・理科・保体   / 総合（分科会にて実践報告） 

◆会場：横浜国立大学教育学部附属横浜中学校 

◆内容：各教科による公開授業(AM)，全体講演・研究協議(PM) 
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・基調提案に沿って、教科ごとに研究授業を行います。 

・全体講演では１日目と２日目で別々の講演者の先生に本校の研究テーマに沿ってそれぞれの

視点でご講演いただきます。 

１日目：秋田 喜代美 先生【学習院大学文学部教育学科 教授】 

２日目：藤野 敦 先生【文部科学省初等中等教育局 視学官】 

・２次案内は１２月中旬を予定しております。参加申込は１２月下旬から本校ホームページで

受け付けいたします。 

※今後の新型コロナウイルス感染症の

拡大状況等によっては、本会の開催

の中止や運営方法の変更等をさせて

いただく場合がございます。詳細は

確定し次第、本校ホームページにて

お知らせいたします。  

令和４年度 横浜国立大学教育学部附属横浜中学校 

研究発表会のご案内（第１次） 

◆研究主題 
これからの「学校」のあるべき姿を追究するⅢ 

～生きて働く｢知識・技能｣を育む指導と評価～ 
 予測困難なこれからの時代を生きていく子供たちに求められる資質・能力を育成するために、学校教育

のあり方そのものを問い直すことが、まさに今、求められています。生徒一人一人が、自らの学びに対し

真摯に向き合い、自問自答と試行錯誤をくり返しながら資質・能力を高め磨いていく過程で、学習指導と

学習評価はどのような機能を果たすべきでしょうか。教科の本質を追究した授業実践と総合的な学習の時

間(TOFY)との関わりから、指導と評価の一体化を実現する授業実践を提案いたします。 

［問い合わせ先］ 

 横浜国立大学教育学部附属横浜中学校 

研究主任  土持 知也 

（E-mail：tsuchimochi-tomoya-yj@ynu.ac.jp） 

URL：https://yokochu.ynu.ac.jp/ 

〒232-0061 横浜市南区大岡 2-31-3  

TEL：045-742-2281 FAX：045-742-2522 

 

http://yokochu-ynu.com/

